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男女間賃金格差 ～所定内給与額の男女間格差は縮小傾向 

一般労働者の所定内給与額の男女間格差（男性＝100.0 とした場合の女性の所定内給与額）は、 

昭和 60 年は 59.6 であったが、平成 27 年は 72.2 となっており、格差は縮小傾向が続いている。 

平成 17 年調査から一般労働者について「正社員・正職員」と「正社員・正職員以外」に区分しているが、「正社

員・正職員」の所定内給与額の男女間格差は、平成 17年（68.7）から平成 27 年（74.4）までほぼ一貫して縮小

し続けている。 

「正社員・正職員以外」については平成 17 年（76.1）から平成 27 年（79.0）までやや上下の波が 

あるものの、縮小傾向にある。 

 

 

 

 


